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１１月３０日（水） 中野区議会公明党議
員団として、平成２４年度の予算要望
を取りまとめ、田中大輔・中野区長に
要望書を手渡しました。
要望書では、厳しい財政事情の中、
区が聖域なき事業見直しに着手する
中で、区民に必要なサービスを守るこ
とを最優先し、「高齢者・障がい者支援」
「教育・子育て支援」「区内産業振興」
「震災対策・復興支援」「新たな歳入確
保・経費削減策等」の５つの観点から、
私たちが最重点課題と考える項目に
ついて具体的に要望しています。

サンキュー！！ 善ちゃん　「飛び出し注意」の真新しい蛍光色看板が、事故の多い町内の路地の電柱に取り
付けられた。いつも地響きする交通の激しい道路も、意外に早く補修してくれた。町の人の話しを聴き、
覚えていてくれた善ちゃんが役所に交渉してくれたのだ。黙ってコツコツ動いてくれる善ちゃんが頼もしい。
サンキュウ！善ちゃん。（中央4丁目　森下 喜夫）

宮坂さん、大三楼さん、飯塚さんをはじめ近隣の方からご要望があった三味線橋通りの振動解消。
道路全面の舗装改修工事により改善されました。
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平成２４年度予算要望
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■標識、カーブミラー設置、道路の改修
中央4-36、47付近へ
看板設置1. 東中野2-9-5付近へ

看板設置2. 中央2-33宝仙学園付近へ
カーブミラーの設置3. 中央3-1-21

道路側溝フタの改修4.

小林ぜんいちオフィシャルWEBサイト

Facebookは、小林ぜんいち または Zenichi Kobayashi　Twitterは、小林ぜんいち または @koba_zen

サイトURL:http://kobayashizenichi.com/
ブログURL:http://blog.goo.ne.jp/kobayashi_zenichi

街の声

■三味線橋通りの舗装改修
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平成24年度 公明党議員団予算要望書
先行きの見えない経済状況の中、区は今後の大幅な歳入減を見込み、来年度の予算編成を前に
聖域なき事業見直しに着手した。しかしながら区を取り巻く厳しい財政状況は、区民生活、また区内
事業者の姿の反映でもあり、今こそ行政がその役割を果たすための舵取りが迫られている。 
我々公明党議員団は、区民にとって必要なサービスを守ることを最優先とし、平成24年度予算に
対して「高齢者・障がい者支援」「教育・子育て支援」「区内産業振興」「震災対策・復興支援」「新たな
歳入確保・経費削減策等」の5つの観点から最重点と考える項目についての要望を行うものである。
また、平成24年度予算で検討中の主な取り組み及び平成23年度事業見直し内容について、次の
通り要望しその実施を強く求める。
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１.震災対策等について
　 1-①避難可能施設について
　 1-②避難所運営対策について
　 1-③女性の視点を取り入れた防災計画について
　 1-④家具の転倒防止について

２.防災対策について
　 2-①老朽化した空き家屋対策について
　 2-②高木樹・高層工作物等について
　 2-③木造密集地域の解消について

３.学校での防災教育等について
　 3-①防災専門教員の配置について
　 3-②地域との連携のある防災・避難計画の
　　　 見直しについて
　 3-③中学生による防災隊の普及について

４.危ない自転車運転対策について
　 4-①危険な自転車運転について
　 4-②新たな自転車交通対策と安全運転の
　　　 普及・啓発について
　 4-③「中野区自転車安全運転モデル地区」
　　　 づくりの推進について

　　　想定外の地震が発生することを考えると、区で
定める避難施設のみでは対応が困難。一定規模以上の
民間建物の新築または改修が行われる場合、防災倉庫、
自家発電機等の設置を条例化すべきと求めてきた。
９月に施行された「中野区集合住宅の建築及び管理に
関する条例」に盛り込まれた内容では不十分。民間建
築物の防災対応機能強化のためにも、条例化を積極的
に考えるべきと思う。

　　　条例で定める防災関連設備の具体的な基準は
規則に委ねられる。運用の中で集合住宅以外の建物に
ついても検討して参りたい。
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　　　都が立ち上げた「木密地域不燃化１０年プロジェ
クト」を、区はモデル事業にエントリーし、重点整備地域で
木密地域解消のため積極的に活用してはどうか。

　　　都は、「木密地域不燃化１０年プロジェクト」を数
地区選定する予定。区としてモデル地区の選定を受けて、
都の応援を受けながら、木密地域解消に向けたまちづくり
に推進したい。

　　　学校教育における「防災教育」は重要で、今後益々

充実していくことが望まれる。

今回の震災で、多くの学校が帰宅困難者の避難受け入れ

施設となり、その際、学校に残っていた生徒がボランティア

として活躍した学校もあった。

区で行われた防災訓練に、中学生の防災隊が参加していた。

区立中学校全てが参加し、防災体験学習や地域防災リー

ダーの育成と防災教育を行う、例えば「中野ジュニアハイ

スクール　防災プログラム」等を、実施してはいかがか。

また、地域防災訓練にも積極的に参加してはいかがか。

　　　地域防災訓練において、生徒に防災訓練を体験さ

せている中学校が６校ある。そのうち３校は、学校独自の

防災隊を組織している。こうした学校の自主的な取り組み

が全中学校に広がるよう努めていきたい。

　　　震災の被害を最小限に抑えるには、「自助」、
「共助」、「公助」のそれぞれが対応力を高めること
が大切と思う。
公明党では、８月「女性防災会議」を発足、１０月に全国
規模で東日本大震災の教訓を今後の対策に生かそう
と「防災行政総点検アンケート」を実施、その結果を
もとに１１月に国へ提言を行った。
アンケートの結果、防災行政の現場に女性の意見が反
映されていない。中野区防災会議は４１名で構成され
ているが、現在女性は教育長だけである。
そこで、防災会議は防災機関の代表者による構成だけでなく、
女性の町会長、防災部長、民生委員、消防団員など多くの意見を
反映出来るよう改めて、そのための条例改正を検討してはどうか。

　　　防災会議は、法の定めにより防災機関を中心に構成され
ており、女性委員を増やすことは難かしい。幅広い区民の声を
反映できる防災対策連絡協議会に、女性の参加を拡大すること
を検討していく。

　　　「女性の視点は生活者の視点」と、女性の視点が反映さ
れた防災対策マニュアルの策定を図ってはどうか。
避難所の運営、備蓄物などに対し、女性や子育ての視点、高齢
者、障がい者の方々が安心して避難のできる視点を盛り込み、
女性の方々が安心して相談の出来る、「女性専用相談窓口」を
設けるべきと思う。
こうした内容を含め、「中野区地域防災計画」を作成すべきと
考えるがいかがか。

　　　今回の大震災の教訓を踏まえ、女性の視点から防災
対策全体の見直しを検討していきたい。

　　　区で作成している、「中野の防災－地震に備える－」と
いうパンフレットがある。
これを基に、女性の視点を取り入れた地震発生時の初期動作、
揺れが治まってからの行動、家族との連絡方法、避難場所など
を、「（仮称）サバイバルカード」等として作成してはどうか。
家族の安否の確認をするのに役立つ、安否確認ダイヤル「１7１」
（い・な・い）がある。
この２つを合わせ全戸配布される区報に保存版として折り込み、
身近に置いて活用して頂くようにしてはいかがか。

　　　震災時に有効な防災情報を、区報を活用して区民に周知
することは非常に有効である。今後実施に向けて検討していく。

　　　避難所運営訓練の一つに、災害時に被災者が集
まる避難所運営の模擬体験ができる「ＨＵＧ＝ハグ」が
ある。ＨＵＧのアドバイザー育成として、区職員、地域
防火防災部会の代表の方々、避難所となる学校関係者
への「ＨＵＧ」研修を行い、その後、アドバイザーを中心
に避難所単位で「ＨＵＧ」を使った避難所運営を学んで
はどうか。災害対応には、クロスロードというカード
ゲーム教材もある。中野区では、クロスロードを利用し
た防災訓練も行われている。災害対応に、「「ＨＵＧ」と
「クロスロード」を組み合わせ、更に充実した避難所
運営を行ってはどうか。

　　　災害時、適切に避難所運営を行うためには、実動
訓練のほか避難所運営を行う方々が、様々な場面を想
定して対応を考えるゲーム方式の訓練も有効である。
「ＨＵＧ＝ハグ」を活用した訓練など、避難運営訓練の
中に取り入れていきたい。

避難施設を整えた
民間建物の活用について

女性の視点を取入れた
地域防災計画について

中学生による防災隊の
普及について

木造密集地域の解消について

避難所運営対策について

12月2日一般質問に立つ
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